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1編｜1章 まとめ

生物の多様性1節 ➡ p.10～13

生物を分類する基本的な単位で，同じような特徴をもった個体の集まり。

生物の体の特徴が，長い年月をかけて代を重ねる間に変化すること。

生物の進化の道筋。

系統を図で表したもの。

生物の体をつくり，自分自身と外界を膜により隔てている構造。

生物が遺伝情報として保存している物質。

生物がさまざまな生命活動を行うときに利用するもの。

核をもつ細胞。

核をもたない細胞。

真核細胞からなる生物。

原核細胞からなる生物。

真核細胞に存在し，内部に染色体がある細胞小器官。

細胞の核以外の部分。

細胞の内部と外部を隔てている膜。

核やミトコンドリア，葉緑体など，細胞の中にみられる構造体。

呼吸によりエネルギーを取り出すはたらきを担う細胞小器官。

植物細胞に存在し，光のエネルギーを吸収して光合成を行う細胞小器官。

植物細胞に存在し，細胞膜の外側を取り囲んでいる構造。

1つの細胞からなり，その細胞内ですべての生命活動を行う生物。

さまざまな形や機能に分化した複数の細胞からなる生物。

多細胞生物で，いくつかの細胞が集まって形成されるもの。

多細胞生物で，さまざまな種類の組織が集まって特定のはたらきをするもの。
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まとめ章編11 を埋めてみよう。

　　  　　　　　： 生物を

分類する基本的な単位。

　　　  　　　　： 　を

図に表したもの。

共通の祖先

22

　　　  　　　　： 生物の

進化の道筋。

現在，約１９０万種

が確認されている。

現存する生物は共通の祖先から少しずつ変化
してきたから共通性も多様性ももっている。
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解答➡ p.190,191

答
え
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1編｜1章 まとめ

生物の多様性1節 ➡ p.10～13

生物を分類する基本的な単位で，同じような特徴をもった個体の集まり。

生物の体の特徴が，長い年月をかけて代を重ねる間に変化すること。

生物の進化の道筋。

系統を図で表したもの。

生物の体をつくり，自分自身と外界を膜により隔てている構造。

生物が遺伝情報として保存している物質。

生物がさまざまな生命活動を行うときに利用するもの。

核をもつ細胞。

核をもたない細胞。

真核細胞からなる生物。

原核細胞からなる生物。

真核細胞に存在し，内部に染色体がある細胞小器官。

細胞の核以外の部分。

細胞の内部と外部を隔てている膜。

核やミトコンドリア，葉緑体など，細胞の中にみられる構造体。

呼吸によりエネルギーを取り出すはたらきを担う細胞小器官。

植物細胞に存在し，光のエネルギーを吸収して光合成を行う細胞小器官。

植物細胞に存在し，細胞膜の外側を取り囲んでいる構造。

1つの細胞からなり，その細胞内ですべての生命活動を行う生物。

さまざまな形や機能に分化した複数の細胞からなる生物。

多細胞生物で，いくつかの細胞が集まって形成されるもの。

多細胞生物で，さまざまな種類の組織が集まって特定のはたらきをするもの。
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まとめ章編11 を埋めてみよう。

　　  　　　　　： 生物を

分類する基本的な単位。

　　　  　　　　： 　を

図に表したもの。

共通の祖先

22

　　　  　　　　： 生物の

進化の道筋。

現在，約１９０万種

が確認されている。

現存する生物は共通の祖先から少しずつ変化
してきたから共通性も多様性ももっている。
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134 4編｜1章 植生と遷移

遷移とバイオーム  バイオーム  biome

　陸上を上空から眺
なが

めると，延々と続く森林や，草原などの風景を目にす

ることができる。地球上には気温や降水量などの違いからさまざまな環
かん

境
きょう

があり，それぞれの環境に適応した植物で構成された植生が成立している。

植生を構成する植物のうち，量的な割合が高い種を優
ゆう

占
せん

種
しゅ

といい，最終的

にその気候に応じた植物が，優占種として生育する。

●陸上のバイオーム
　陸上のバイオームはその環境における極相の植生であり，その相観から，

森
しん

林
りん

，草
そう

原
げん

，荒
こう

原
げん

に大別される。また，その地域のバイオームがどの型に

なるかは，植生を構成する植物の分布に大きな影
えい

響
きょう

を与える気候要因の年

平均気温と年降水量によく対応する（図 7）。

森林　年降水量が豊富で，年平均気温が－ 5℃以上の地域では，樹木が

生育可能になり，森林が発達する。

草原　年降水量が少なく，比
ひ

較
かく

的
てき

乾
かん

燥
そう

した地域では，ほとんど樹木が育つ

ことができず，代わってイネのなかまなどを中心とした草原が成立する。

荒原　年降水量が約 300 mmに達しない地域，もしくは年平均気温が 

－5℃に達しない地域では，厳しい乾燥や低温に耐
た

えられる植物だけがま

ばらに生える荒原となる。

A

1

2

結 果 例

　　　　　　　森林の分布する地域は，年降水量が多く，砂漠の分布する

地域は，年降水量が少ないことがわかった。また，草原の分

布する地域は，年降水量が森林の分布する地域よりも少なく，砂漠の分布

する地域よりも多いことがわかった。森林以外の草原や砂漠のバイオーム

の植生も，遷移が進んだ結果，成立する極相の植生であると考えられる。

実習から

2　針葉樹林は，年降水量が
300 mm以上あれば成立する。

1　砂漠のように植物がまばら
に生える植生のようす。

相観 地域 年平均気温（℃） 年降水量（mm）

森林 日本（宮崎県小林市） 16.3 2570.9

森林 インドネシア（バリクパパン） 27.2 3075.1

草原 ケニア（ナイロビ） 19.6 768.9

草原 モンゴル（ウランバートル） 　　　　　 － 0.1 281.4

砂漠 アメリカ合衆国（アリゾナ州） 23.9 208.0

砂漠 アルジェリア（アドラル） 25.5 20.3

▼表 1　結果の例

 出典  気象庁
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134 4編｜1章 植生と遷移

遷移とバイオーム  バイオーム  biome

　陸上を上空から眺
なが

めると，延々と続く森林や，草原などの風景を目にす

ることができる。地球上には気温や降水量などの違いからさまざまな環
かん

境
きょう

があり，それぞれの環境に適応した植物で構成された植生が成立している。

植生を構成する植物のうち，量的な割合が高い種を優
ゆう

占
せん

種
しゅ

といい，最終的

にその気候に応じた植物が，優占種として生育する。

●陸上のバイオーム
　陸上のバイオームの植生はその環境における極相の植生であり，その相

観から，森
しん

林
りん

，草
そう

原
げん

，荒
こう

原
げん

に大別される。また，その地域のバイオームが

どの型になるかは，植生を構成する植物の分布に大きな影
えい

響
きょう

を与える気候

要因の年平均気温と年降水量によく対応する（図 7）。

森林　年降水量が豊富で，年平均気温が－ 5℃以上の地域では，樹木が

生育可能になり，森林が発達する。

草原　年降水量が少なく，比
ひ

較
かく

的
てき

乾
かん

燥
そう

した地域では，ほとんど樹木が育つ

ことができず，代わってイネのなかまなどを中心とした草原が成立する。

荒原　年降水量が約 300 mmに達しない地域，もしくは年平均気温が 

－5℃に達しない地域では，厳しい乾燥や低温に耐
た

えられる植物だけがま

ばらに生える荒原となる。

A

1

2

結 果 例

　　　　　　　森林の分布する地域は，年降水量が多く，砂漠の分布する

地域は，年降水量が少ないことがわかった。また，草原の分

布する地域は，年降水量が森林の分布する地域よりも少なく，砂漠の分布

する地域よりも多いことがわかった。森林以外の草原や砂漠のバイオーム

の植生も，遷移が進んだ結果，成立する極相の植生であると考えられる。

実習から

2　針葉樹林は，年降水量が
300 mm以上あれば成立する。

1　砂漠のように植物がまばら
に生える植生のようす。

相観 地域 年平均気温（℃） 年降水量（mm）

森林 日本（宮崎県小林市） 16.3 2570.9

森林 インドネシア（バリクパパン） 27.2 3075.1

草原 ケニア（ナイロビ） 19.6 768.9

草原 モンゴル（ウランバートル） 　　　　　 － 0.1 281.4

砂漠 アメリカ合衆国（アリゾナ州） 23.9 208.0

砂漠 アルジェリア（アドラル） 25.5 20.3

▼表 1　結果の例

 出典  気象庁

134

5

10

15

20

22新生基_122-141_4編1章.indd   134 2022/08/05   17:22

変更が適切な
体裁、記載
（バイオーム
の定義に照ら
してより適切
な表現にする
ため）
　

150

　前節では，生物はほかの生物に対して，捕
ほ

食
しょく

を介
かい

して直接的に，あるい

は間接的に影
えい

響
きょう

を与えていることを学習した。しかし，実際の生態系の中

でみられるのは，捕食者が被食者に影響を与えるといった一方向の関係性

だけではない。異なる生物種は互
たが

いに影響を及ぼし合っている。生態系に

おける生物どうしのつながりは複雑であるが，バランスを保って成り立っ

ている。

　それでは，食
しょく

物
もつ

網
もう

における生物どうしのつながりはどうなっているのだ

ろうか。ここでは，生態系から特定の生物を除去した実験を参考に考えて

みよう。

生態系における生物間の関係 �2節

捕食・被食の関係性と生物の多様性とはどのように関連
しているのだろうか。

Let ’s  Star t!

写真の動物は，日本に生息するニホンリスである。このリスは，
一生のなかでほかの生物とどのようなかかわりをもつだろうか。

リスは何を食べて生きているのかな。

リスの生息する環
かん

境
きょう

には，ほかにどんな生物が生息しているのかな。

答
え

生態系における
生物の多様性

生態系における
生物間の関係

生態系と
人為的攪乱

生態系
の保全
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4編｜2章 生態系と生物の多様性 150

　前節では，生物はほかの生物に対して，捕
ほ

食
しょく

を介
かい

して直接的に，あるい

は間接的に影
えい

響
きょう

を与えていることを学習した。しかし，実際の生態系の中

でみられるのは，捕食者が被食者に影響を与えるといった一方向の関係性

だけではない。異なる生物種は互
たが

いに影響を及ぼし合っている。生態系に

おける生物どうしのつながりは複雑であるが，バランスを保って成り立っ

ている。

　それでは，食
しょく

物
もつ

網
もう

における生物どうしのつながりはどうなっているのだ

ろうか。ここでは，生態系から特定の生物を除去した実験を参考に考えて

みよう。

生態系における生物間の関係 �2節

捕食・被食の関係性と生物の多様性とはどのように関連
しているのだろうか。

Let ’s  Star t!

写真の動物は，北海道に生息するエゾリスである。このリスは，
一生のなかでほかの生物とどのようなかかわりをもつだろうか。

リスは何を食べて生きているのかな。

リスの生息する環
かん

境
きょう

には，ほかにどんな生物が生息しているのかな。

答
え

生態系における
生物の多様性

生態系における
生物間の関係

生態系と
人為的攪乱

生態系
の保全
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152

　　　　　　①ヒトデがいなくなると，ヒトデが捕
ほ

食
しょく

していたイガイやフ

ジツボの個体数が増える。

②イガイやフジツボの個体数が増えることにより，無
む

脊
せき

椎
つい

動
どう

物
ぶつ

や藻
そう

類
るい

はイ

ガイに生息場所の岩場を奪われ，個体数が減少する。

　イガイはほかのさまざまな生物と生息場所をめぐって競争している。ヒ

トデがいる場合，イガイの個体数が抑えられることで，ほかの生物の生息

場所が残されている。しかし，ヒトデがいなくなると，イガイの個体数を

抑える要因がなくなるため，イガイの個体数が増えたことで，ほかの生物

の生息場所が減少し，種数が減少したと考えられる。

実習から

生物間の関係性  キーストーン種  keystone species

　生物間の捕食・被食の関係は食物網としてとらえることができる。生態

系では，多様な生物が複雑な食物網を形成している。もし食物網を構成す

るある生物がいなくなると，思いもよらず生態系のバランスに変化が生じ

る可能性がある。

　食物網の上位にあることが多く，個体数は少ないものの，その個体数が

生態系全体に影響を及ぼす種をキーストーン種
しゅ

という。実習 14では，ヒ

トデがキーストーン種であるといえる。ヒトデが直接影響を及ぼしている

のは，被食者であるイガイの個体数に対してである。しかし，結果的には，

イガイの個体数がフジツボなどほかの生物の個体数に影響を与えていた。 

　また，イガイとフジツボのように，直接的には捕食・被食の関係がない

生物の間でみられる影響のことを間
かん

接
せつ

効
こう

果
か

という。

A

生物種の絶滅  絶滅  extinction

　生物種の絶滅は，生物の進化の歴史のなかで絶えず起こってきた。しか

し，現在，生物種の絶滅のおそれが極端に高いことが問題になっている。

人間の影響がなかった時代の絶滅のおそれに比べて，現在の絶滅のおそれ

は 100～1,000倍高いと推定されている。したがって，現在の急激な生物

多様性の減少のおもな原因は，人間の活動によるものである。例えば，日

本では，伝統的な農業とともに維
い

持
じ

されてきた里山
➡p.163

や，それまで利用しに

くかった湿地が開発の対象となり，人里近くに生息していた多くの生物が

その生息場所を失った。トキもその例である。2019年に環境省は，日本

に分布する種子植物とシダ植物の約 7,000種のうち，26％にあたる 1,786

種もの種が，また調査した哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

160種のうち，21％の 33種が絶滅のお

それがあると発表した。一方，世界的にみると，1600年以降，77種の哺

乳類と 130種の鳥類が絶滅したと推定されている。

B
1

▲図 3　ヒトデ

実習14で，ヒ
トデ以外の生物を除去した
場合はどうなるか考えてみ
よう。

やってみよう

p.153のコラ
ム「ラッコと漁獲量」ではど
のような間接効果がみられ
るだろうか。

やってみよう

1　地球上から特定の生物がい
なくなることが絶滅であるが，
実習 14で考えたようなある地
域で特定の生物がいなくなるこ
とも絶滅という。
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　　　　　　①ヒトデがいなくなると，ヒトデが捕
ほ

食
しょく

していたイガイの個

体数が増える。

②イガイの個体数が増えることにより，無
む

脊
せき

椎
つい

動
どう

物
ぶつ

や藻
そう

類
るい

はイガイに生息

場所の岩場を奪われ，個体数が減少する。

　イガイはほかのさまざまな生物と生息場所をめぐって競争している。ヒ

トデがいる場合，イガイの個体数が抑えられることで，ほかの生物の生息

場所が残されている。しかし，ヒトデがいなくなると，イガイの個体数を

抑える要因がなくなるため，イガイの個体数が増えたことで，ほかの生物

の生息場所が減少し，種数が減少したと考えられる。

実習から

生物間の関係性  キーストーン種  keystone species

　生物間の捕食・被食の関係は食物網としてとらえることができる。生態

系では，多様な生物が複雑な食物網を形成している。もし食物網を構成す

るある生物がいなくなると，思いもよらず生態系のバランスに変化が生じ

る可能性がある。

　食物網の上位にあることが多く，個体数は少ないものの，その個体数が

生態系全体に影響を及ぼす種をキーストーン種
しゅ

という。実習 14では，ヒ

トデがキーストーン種であるといえる。ヒトデが直接影響を及ぼしている

のは，被食者であるイガイの個体数に対してである。しかし，結果的には，

イガイの個体数がほかの生物の個体数に影響を与えていた。

　また，ヒトデと藻類のように，直接的には捕食・被食の関係がない生物

の間でみられる影響のことを間
かん

接
せつ

効
こう

果
か

という。

A

生物種の絶滅  絶滅  extinction

　生物種の絶滅は，生物の進化の歴史のなかで絶えず起こってきた。しか

し，現在，生物種の絶滅のおそれが極端に高いことが問題になっている。

人間の影響がなかった時代の絶滅のおそれに比べて，現在の絶滅のおそれ

は 100～1,000倍高いと推定されている。したがって，現在の急激な生物

多様性の減少のおもな原因は，人間の活動によるものである。例えば，日

本では，伝統的な農業とともに維
い

持
じ

されてきた里山
➡p.163

や，それまで利用しに

くかった湿地が開発の対象となり，人里近くに生息していた多くの生物が

その生息場所を失った。トキもその例である。2019年に環境省は，日本

に分布する種子植物とシダ植物の約 7,000種のうち，26％にあたる 1,786

種もの種が，また調査した哺
ほ

乳
にゅう

類
るい

160種のうち，21％の 33種が絶滅のお

それがあると発表した。一方，世界的にみると，1600年以降，77種の哺

乳類と 130種の鳥類が絶滅したと推定されている。

B
1

▲図 3　ヒトデ

実習14で，ヒ
トデ以外の生物を除去した
場合はどうなるか考えてみ
よう。

やってみよう

p.153のコラ
ム「ラッコと漁獲量」ではど
のような間接効果がみられ
るだろうか。

やってみよう

1　地球上から特定の生物がい
なくなることが絶滅であるが，
実習 14で考えたようなある地
域で特定の生物がいなくなるこ
とも絶滅という。
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